




























































種類の発話速度（米語母語話者による発音80 wpm, 120 wpm, 193 wpm、ふつう













































ことはできないことである。この 80 wpmから 130 wpmという発話速度は、
Tauroza & Allison（1990）によると、同じモノローグである radioでは slower
than normal（130 wpm）、lectureでは average（125-160 wpm）から slower
than normal（100 wpm), interviewではmoderately slow（120-160 wpm）から


























































































































































































































られないことをまず確認した（t(93)=– 0.54, p =.59）。この 2クラスの学生にテ
ストを実施し、今回利用する 2014年度 2, 3回のリスニングテストのスコアの差
が統計的に有意であることを確かめるために、有意水準 5%で両側検定の t検定








した倍率は 0.8倍速を選んだ 15名、次は 0.9倍速の 8名である。各倍速の参加者
数を表3と図1に示した。
110 wpmは、リスニング力に効果があるとする先行研究の発話速度が80 wpm
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枠組みである slower than normal（130 wpm）と合致することがわかった。また、
参加者が大学生になって以降定期的に受験することになっているTOEICのモノ








検討した。その結果、t(40)=–4.3, p = .0001であり、これらの平均値の差は有意
であった。
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個人のテスト結果を比較したものが、図 3, 4である。図 3は 0.9倍速を選択し
た参加者 8名の 1回目と 2回目のテスト結果を個人単位で表したものであり、図
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・2 級程度の単語、術後力がないのではないか。単語 1語 1語来とれなかったが
分からない単語もあった。
・聞き取りやすかった。ゆっくりになったから、わかりやすかった。単語もわか
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るときがある。
・速度が遅くなった分、前回ききとれなかったところがよく聞けたところもあっ
たが、それでもわからないところがあった。
・前回より文をしっかりと聴くことができ理解度も向上した。少し遅いと感じる
ときもあるが、全体的に 0.8倍速のほうがよく聞こえる。前回より点数が約 2
倍になった。
・単語と単語の間が広くなって、疑問などが多少わかる感じ、解答時間が長く
なったような感じがする。
・文のS，V，Cなどの区切りが聞きやすくなった。ゆっくりなので整理しなが
ら聴ける
・集中力が半分で切れた。
・逆にゆっくりになったことで単語と単語の間が広くなりわかりずらくなった気
がする。しかし前回より点数が上がっている。
・前回より速度を下げたが、あまり聞き取れなかった。速度を変えるより何回も
聴く方が有効だと思った。
・少し時間が伸びたため考える時間が増えた。
・英単語を日本語に変換する時間がある。
・昨日は寝てないので集中力が低い
・前回より1点上がった。
・遅すぎても気持ち悪かった。
・0.9がベスト
・今日は、0.8倍にしたので、前回よりは聞き取れた単語が増えた。
・単語自体は聞きやすくなったが、一語一語を和訳しようとして文の流れがつか
めなくなった気がする。→点数も落ちていた。
・今日のコンディション前回と同じくらい眠いです。
・集中力最初がなかった。眠さはいつも通り
・理解度上に書いた通り
・印象　普通
【0.9倍の倍率を選んだ参加者の記述】
・早すぎると聞き取れずにあきらめてしまうこともあるが、自分の好みの速度な
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ら集中して聴けるので
・今回はやりやすかった。前回は適当にやってしまったのでたまたま正解してる
とこもあった
・割と聞きやすかった、英文を訳すのが瞬時にできるようになる。寝かけていた
から点数は下がった
・自分の好きな倍速のほうが聴きやすかったけども12分も聴くのは眠かったです
・単語がゆっくり聞こえたので聞きやすかった。
・単語と単語の間隔が広くなったけど、あんまり聞き取れなかった
・眠かった
・ちょっと遅くしたのですが理解度的には前回とあまり変わりませんでした。単
語が難しいのでスピードを変えてもあまり意味がないと思いました。点数は1
点下がってしまったのですが3→2になったくらいなので聞きやすさはあまり
変わらないのかなと思いました。
・今回は、0.9倍にしたので単語と単語の間隔も広くなったし、問題と問題の間
隔が広くなったことで、選択肢を読む時間が増えて、解きやすくなった。集中
力については、前回のほうがよかった気がする。単語はもっと習得しないと速
度を変えてもあまり変化がない気がする。
【1倍の倍率を選んだ参加者の記述】
・聴きやすい
・1 倍で前回と同じような聞きやすかった。全文わかるようには聞き取れなかっ
たが、流れはつかめていたと思う。
・前回と速度を変えなかったので聴きやすさは変わらなかった
・理解できた
【1.1倍以上の速い倍率を選んだ参加者の記述】
・自分で速度を選んだ方が、単語一つ一つの発音が聞きやすかった。テストでは、
後半自分のペースで聞けたので点数が上がった。前半に最初の部分で対応する
のに少し時間がかかったが、英語の音に慣れると、自分の好むスピードの方が
やりやすかった。
・速くすることで内容を忘れることなく問題に取り組めた。
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・本当にちょうどよく聞きやすかった
・単語が前回よりわかりやすかった。少し速くしたのでリズムがとりやすくなり
聞きやすかった。
・前回より、早くしたので眠くならなかったし、リズムよく聞けた。ゆっくりす
ればいいというものではないということが分かった
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